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音楽的能力に及ぼす放送教育の効果について

石川桂司＊
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はじめに

昭和28年に始まったテレビ放送は，その普及率の急激な上昇とともに，一方においてマス.

コミ状況を大きく変え，他方においては，学校教育における視聴覚教育の在り方を大きく変え

てしまった。

すなわち，昭和30年まで1％にも及ばなかったテレビ普及率は，昭和30年代後半から急激に

上昇し，昭和40年代に入って2，（X拇万台の契約数に達した。そして，昭和50年3月には91・7％

の普及率を示している〔6〕。

このようなテレビの普及は，映画産業を斜陽化させ，ラジオの放送内容を一変し，さらに週

刊誌をはじめ出版界にも大きな影響を与えている。こうしたマス.コミ界の変化は，単に，わ

れわれの生活におけるマス・コミと

の関係に影響を与えたのみでなく，

日本人全体の生活構造それ自体を大

きく変えてしまった。

一方，学校におけるテレビの普及

率・利用率も，昭和部年代後半から

40年代にかけて急激に上昇した（第

1図参照）〔3〕。その結果，16ミリ

映画.ステイドを中心として展開さ

れた昭和狐年代から測年代にかけて

の視聴覚教育実践は，－とくに小

学校.幼稚園の場合－テレビを中

心とした実践に変化してきている。

今日の小学校では，その関％近い学

校で毎週テレビが利用され，とくに

理科・社会科.道徳などの授業に，

系統性.継続性.簡便性をもった映

像教材〔4〕として取り入れられて

いる。

第1図小学校におけるテレビの普及率.利用率
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昭和却年代に16ミリ映画・スライドを中心にした視聴覚教材を取り入れて実践・研究をすす  

めていた学校は，この面に特別の興味と熱意をもった教師のいる学校であり，その段階にあっ  

ては，ひとつの「教育運動」としての域を出ない視聴覚教育であった。けれども，テレビ学校  

放送が量的質的に充実してくるにともない，テレビを中心にした視聴覚教材をとり入れた授業  

が日常化していった。そして今日では，視聴覚教育や放送教育の研究会と特別に銘打たない通  

常の教科教育研究会でも，テレビ利用の問題が討議されるまでになり，日常的な「教育方抵」  

として定着しつつある段階に達したと言える。   

学校の内外におけるこのようなテレビの普及は，子どもらの人間形成に，影響を大きく，し  

かも複雑に与えている。   

本稿は，このうちとくに，児童の音楽的能力に及ぼす影響について取りあげ，比較・分析し  

ようとしたものである。  

Ⅰ 間  鑑  

1・々ス・コミュニケーション， とくにテレビの影響について  

1） マス・コミュニケーション効果の概念   

マス・コミュニケーシ≡ン（以下マス・コミと記す）の影響について，南〔18〕は，受け手が  

マス・コミとの接触によって与えられる生活上の変化として捉え，次のように規定している。   

「マス・コミの効果とは，マス・コミの送り内容が，受け手の認知・欲求・感情に，受けと  

り反応（接触反応・接触後反応・再生反応）をこえて，永続的な変容をもたらすことである。」（括  

弧内石川）   

このような永続的な変容という観点に立てば，新聞・ラジオ・テレビというようにマス・メ  

ディアが発展していくプロセスの中で，マス・コミは，人々の生活に多面的な影響を与えてき  

た。その内窄も，プラス・マイナス両面にわたって，複雑に論じられているdとくにテレビの  

時代になってからは，その普及の速度の急激さとともに，その影響力も著しい。そして，その  

影響は，人間の生活におけるプラスの影響よりも，「悪影響」「弊害」として論じられること  

が多い。すなわち，「一億総白痴化」とか青少年非行化の原因として論じられたことは，この  

ことを示している。   

けれども，本稿では，人間形成に及ぼすテレビの影響の積極的側面に視点を当て，とくに音  

楽的能力とのかかわりあいを考察してみようとするものである1）。  

2） 今日の生活におけるテレビの位置づけ   

ヒソメルワイト〔2〕は，テレビの児童に与える影響について，時間的側面と番組の内容的  

側面から与えられる影響の2つの点を指摘している。これらの点から，われわれの生活におけ  

るテレビの位置づ桝こついて考案してみる。   

昭和50年の国民生活時間調査〔7〕によると，日本人全体の一日平均テレビ視聴時間は，3  

時間19分である。これを子どもについてみると，テレビの普及率が33．2％であった昭和諮年に  

は，10～15歳の子どもの平均視聴時間は，56分のみであった。これが，普及率の88．7％になっ  

た昭和48年の調査では，2時間19分に増加している。そして，この時間を生み出すために∴睦  

1）マス・コミの効果については，その概念奴定について，辻の論文〔15〕に詳しく述べられてある。   
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眠時間が減少し，戸外で遊ぶ「レジャー活動の時間」「家事・仕事」の時間が減少している  

〔8〕。   

このように，テレビの普及ほ，子どもを含めた日本人全体の生活時間の在り方を，大きく変  

えてきたと言える。   

また，今の子ども達は，出生と同時にテレビのある生活の申に生きており，満1歳頃には，  

テレビ番組のテーマ音楽やコマーシャルソングにあわせて，からだをゆり動かすようになる。  

昭和42年の調査〔9〕によれば，1歳台の幼児の71％がおもしろがってテレビを見るようにな  

り，きまった番組を好んで見るようになる。そして，幼児は一般的に言って，マンガや怪獣も  

のに大きな興味を示す。けれども，これらの番組のストーリーや映像表現のおもしろさに反応  

するのは，2～3歳頃からであり，それ以前の1歳前後から，テーマ音楽やコマーシャルソン  

グの，とくにリズムに対して反応しているのである。   

このような，乳児の頃からのテレビに対する運動感覚的反応は，当然，諸能力形成の過程に  

大きな影響を与えるものと考えられる。テレビを通して子ども達に親しまれている曲の中に  

ほ，おとなにとっても難しい auftakt のリズムが随所に使われているものも多い。そ↓て，  

幼稚園の子ども達が，このような高度なリズムを，正しく歌いこなしているのに驚かされる。  

このような能力の伸びは，テレビの無い時代の子どもらには期待できなかったのではあるまい  

か。   

このような問題意識に立って，乳幼児時代からのテレビとのふれ合いが，児童の音楽的能力  

の形成に大きく関係していると考え，本囁の分析を試みたのである。  

2・学校放送利用の現状と効果について  

1） 利用の現状について   

学校放送，とくにテレビ番組の利用は，前述のように，昭和30年代後半から40年代にかけて  

急激に上昇した。そ－の利用状況を，学校種別に示したものが，第1表の通りである〔2〕。  

欝1表 テレビ利用率の推移  

昭．36．  昭．38．  昭．40．  昭．42．  昭．44．  昭．46．  昭．48．  昭．50．   

幼  稚  園   69．8  76．5  76．5  87．2  88．8  80．7  75．9  81．7   

保  育  所  69．5  79．9  83．7  93．6  95．4  90．7  83．7  92．5   

小  学  校   68．8  77．5  78．4  86．5  89．6  89．7  86．1  92．5   

中  学  校   35．6  25．5  24．5  29．9  33．9  36．9  40．2  41．3   

高 校（全日制）   8．0   7．2   9．2  19．6  26．4  31．3  45．4  49．8  

今日の幼稚園・保育所・小学校では，80％から錮％以上がテレビを利用しており，中学校・  

高校の場合は，余り使われていない。中学校・高校では，教科担任制をとっているため，時間  

に制約される放送教材はなかなか利用されにくい。今でも，テープレコーダーを利用してのラ  

ジオ番組利用率の方がテレビよりもやゝ高いけれども，近年，VTRの普及がすすむにつれ  

て，中学校・高校におけるテレビ番組利用も，徐々にすすんできている。   

次に，小学校における番組別の利用状況を，昭和50年度の調査〔3〕から考察してみる。／ト  

学校1年生と6年生について示したものが，第2図の通りである。   
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これによると，理科番  

組の利用が最も多く，続  

いて社会科・道徳という  

順序で利用されている。  

そして，この傾向は，小  

学校の全学年にわたって  

共通している。   

これに対して，小学校  

1′）3年生のみに放送さ  

れているテレビ音楽番組  

の利用率は，各学年とも  

かなり低い2）。幼稚園  

では，「人形げき」に続  

いて，音楽番組「なかよ  

しリズム」の利用率が高  

く，75％を示している  

が，小学校の場合は余り  

利用されていない。  

2） 放送番組の利用効果について   

テレビ・ラジオを含めた学校放送番組全体の利用効果には，特定の1番組を利用した場合の  

短期的効果と，年間通して利用した場合の長期的累積効果の2つがある〔10・16〕。そして，  

放送教材のもつ系統性・継続性・簡便性という特性からみても，放送教育の真の効果は，シリ  

ーズ番組の継続利用により長期的累積効果にあると言われている。   

この効果についての研究は，ラジオの時代から，多くの研究者によって行なわれ，それらを  

まとめて考察した論文もある〔1・10〕。   

けれども，音楽番組についての調査研究は，余り多くない。そ・の中のひとつにNHK放送文  

化研究所が，1954年から2年間にわたって，東京三多摩地区で行なった調査研究がある〔17〕。  

小学校3年生・5年生を対象に行なわれたこの調査によると，ラジオ音楽教室の継続利用効果  

は，5年生では有意差があらわれなかったが，3年生においてラジオの効果が認められた。   

同じく，ラジオ音楽教室の効果については，東京都内6ノ」、学校で，3年生・5年生を対象に  

実施した1956年の研究〔11〕がある。これによると，聴取効果のはっきり認められたのは3年  

生で2校，5年生で4校あり，効果の認められなかったのは，商学年とも2校ずつであった。   

学校放送テレビ音楽番組は，以前，小学校低・中・高学年別に3番組放送されていたが，今  

日では，前述のように小学校1～3年生の学年別に放送されている，高学年向のものは無い  

2）テレビでは，1年生「ワンツー・どん」2年生「うたってゴー」3年生「ふえはうたう」が放送されている．この   
ほか，「ラジオ音楽教室」が各学年別に放送されているが，その利用率は非常に低く，8％以下であるため，今回   
の考察からは除いた．事実，今回の調査でも，「ラジオ音楽教室」を利用している学校ほ，13校中1校のみであっ  
た．   
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〔14〕。   

その効果についての研究ほ，実践記録としてはいろいろあるけれども3），大規模な調査研究  

によるものは，これまで，あまり見当らない。   

放送番組の長期的累積効果を研究する場合大切なことは，テレビ利用開始前と1年後の成績  

を比較しても，そこにあらわれた統計上の変化は，純然たるテレビの影響だ桝こよるものでは  

ないという点である。すなわち，事前一事後調査の間に非テレビ利用群に差が無く，かりにテ  

レビ利用群に有意差があらわれたとしても，その差を生ぜしめた原因としては，テレビの効果  

それ自体が独立してはたらいているのではない。その他の教育的諸要因が，長期間のうちに，  

全体として相互に関連し合ってはたらいているのである。   

しかし，教育の実践活動は，本来，教師・教材・教具その他の諸々の教育的要素が，相互的  

に関連し合い総合的にはたらきあって，教授一学習過程の質的深まりを求めていくものであ  

る。従って，その効果も，総合的に把えられなければならないという面をもつ。つまり，短期  

的効果の測定の場合と異なり，テレビが，長期にわたる総合的な教育作用の中で中核的な役割  

をはたしているところに，独特の効果を求める考え方が大切である。   

本稿でほ，こうした考え方に立って，テレビ音楽番組の継続利用による累積効果を考察して  

みた。  

3．子どもの音楽的能力について  

1） 「音楽的能力」の概念   

「音楽的能力」と言っても，その中には，リズム感・音の記憶や識別・メロディの記憶や表  

現・拍子感・速度感など，いろいろな側面をもつ。また，内容としては，「受容としての音楽  

的感受性」「活動としての音楽的表現」「知的理解」の3つが，総合されたものであるという  

論〔加〕もある。そ・して，その能力は，生得的なもの後天的なものを含んでいるとも言われて  

いる〔5〕。つまり，音楽教育学や音楽心理学の研究者の間でも，これについての明確で統一  

的な概念規定がなされていないのである。また，その測定方経としてほ， Seashore など，  

多くの人々の考案したものがある〔5〕。  

吉田〔21〕は，この概念を整理するために，これに関連する用語として，「音楽性Music－  

alityJ「音楽的天性MusicalcapacityJ「音楽的才能MusicaltalentJ「音楽的適性Musical  

aptitude」を挙げている。そして，「音楽的能力Musicalability」を，「作曲，演奏，鑑賞の  

各面にかかわる遺伝的な後天的な諸能力」と説明した。また，この能力の発達は，指導の工夫  

によって，従来考えられていたものより，大巾に早められる可能性をもつとしている。   

本稿では，この吉田の考え方を前掟として，「音楽的能力」について，とくに「音楽を感じ  

とり理解する力」という面に重点をおき，具体的には，昭和33年慶に文部省が実施した全国学  

力調査（音楽）問題によってこれを測定し，比較・分析した。  

2） 今日の音楽教育と音楽的能力について   

子どもたちの日常生活の中で歌われる曲には，学校の音楽教育で教えられないものが多い。  

このため，学校の音楽教育が，子どもの現実生活からかけほなれたものになっているという点  

3）全国放送教育研究会連盟編「放送教育の探究」や，月刊誌「放送教育」にしばしば紹介されている．たとえば，綿   
貫光繋「音楽番組『ふえはうたう』を利用して」（1976年5月号）   
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が，以前から指摘されていた。そして，この傾向は，テレビ時代になってますます強くなって  

きた4）。   

河口〔13〕も指摘しているように，子どもたちは，家庭や地域での日常生活の中で触れる雑  

多な音楽によって，むしろ強い影響を受けている。とくに，前述のように，テレビ・ラジオか  

ら次々と放送される歌謡曲，ポピュラーあるいはコマーシャルソングによって，小さい時から  

大きな影響を受けているのである。   

従って，今の子どもたちの音楽的能力の形成には，学校の音楽教育のみではなく，こうした  

マス・コミの影響，さらには，ピアノやヴァイオリンのおけいこなど，家庭や地域での生活全  

体が，強く影響を及ぼしている。   

本稿では，こうした観点から音楽的能力を才巴えて，比較・分析を行なった。  

Ⅰ 研究のねらい  

以上に述べた問題点から，本研究では，次の2点について明らかにすることをねらいとし  

た。  

1．今日の子どもの音楽的能力について，テレビの普及がそれほどすすんでいなかった昭和33   

年慶（全国普及率11．0％5））の調査結果と比較して，進歩しているか香か，その実態を明らか   

にする。  

2．進歩しているとすれば，その進歩は，学校放送テレビ音楽番組の利用経験の有無によって   

影響されるか香かを明らかにし，放送教育の効果について考察する。  

Ⅲ 作業仮説  

この研究をすすめていく上で，上記のねらいから，次のような作業仮説を設定した0  

1．テレビ時代といわれる今日の子どもの音楽的能力は，テレビ放送開始後間もない昭和33年   

当時のそれと比較して，大巾に進歩している。  

2．その進歩は，とくに，放送教育実践校（とくにテレビ音楽番組利用校）に大きくあらわれ   

る。  

Ⅳ 研究手続  

1．調査対象  

岩手県・宮城県下の13小学校，6年生，合計1，729名   

内訳は，第2表の通りである。  

岩手県・宮城県とも，A～D校は，都市の市街地にある学校（以下，都市校）であり，E～G  

校は，農村部にある学校（以下，農村校）である0  

4）「放送文化」1976年5月号は，「歌をとうして子どもを理解する」と特集を組みこの問題を論じている．  
5）調査対象校のある宮城県でテレビ放送が開始されたのは，昭和31年であり，昭和33年度の普及率は5・4％であった・   
岩手県の場合，テレビ放送が開始されたのほ，昭和34年からである．   
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第2表 調査対象学校・児童数   

肋．  学校記 号葦テレ妄音楽竿綱欝臥  計  所   在  地   
岩 － A 校  153   68   221  盛   岡   市   

2   岩 － B 校  66   79   145  水   沢  市   

3   岩 － C 校  73   110   183  盛  岡  市   

4   岩 － D校  28   78   106  盛  岡  市   

5   官 － A 校  162   34   196  仙  台  市   

6   官 － B 校  192   52   244  仙   台  市   

7   官 － C 校  152   36   18さ  仙  台  市   

8   官 － D 校  113   50   163  仙  台  市   

9   岩 － E 校  封   0   54  岩手郡西 根 町   

10   岩 － F 校  0  25  25  岩手郡雫 石 町   

11   岩 － G 校  0  23  23  岩手郡岩 手 町   

12   官－E校  0   ぉ  3る  名  取  市   

13   宮－ F 校   115 1 28  143  名  取   市  

l・108   621   1，729  

2．調査用具・分析資料  

1）学校放送番組利用経験調査票  

2）音楽能力調査問題（昭和お年慶文部省実施全国学力調査と同一問題，資料参照）所要時間：溺分   

（録音テープ聴取16分を含む）6）  

3）学校放送教師用テキスト  

3．調査時期：昭和51年5月～6月  

Ⅴ 結果とその考察  

】・昭和33年度全国学力調査結果との比較   

文部省が昭和33年度に実施した全国学力調査結果〔19〕と今回の調査結果を比較したもの  

が，第3表である。  

第3表 昭和33年産金国調査結果と今回調査結果との比較  

n  x   s  l t   
都市校におけ予比較儒忠一   ；幸一．   ■・●   ；■  ●：●   

鮒校における比較1騒   
；●…   

34・…芸Ⅰ  話芸   ；●  

全体における比較F頂昔一   ；－●・   ・萱●   ：毒   ・・   

注）・都市校の場合，昭和33年虔の住宅地域と，農村校の場合，昭和33年虔の農業地域の資料と比較した．   
・＊＊＊は，0．1％レベルの有意善．  

6）今日の子どもの音楽的能力を調査するためには，今の子どもの日常生活で親しまれている曲をとり入れた問題で調   
査する必要があるけれギ率，テレビの解い時代のそれと宰琴卵に比撃す孝やめ隼！甲墾韓卑の準華甲琴を号？音   
字便用した，   
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これによると，今回の都市校と昭和33年度住宅地域7）との比較，農村校と農業地域との比  

較，さらにこの両者を合計したものの比較，いずれの場合も，0．1％レベルの有意差をもっ  

て，今回の調査結果がすぐれていた。   

このことから，テレビがほとんど普及していなかった噴の子どもの音楽的能力と比較して，  

今日の子どもらの能力は，飛躍的に進歩していると言える。   

つまり，仮説1について，完全に検証し得たのである。   

2．学校放送テレビ音楽番組利用経験の有無による比較   

帯4表 テレビ苦楽番組利用経験の有無による学校別比較  

学 校 記 号  TV経験 n  x  
！  

s   t 

153，  65．0】  2．4516  
68！  59．2 －  1． 岩 － A  有1  221蓼  63．21  14．L   ＊  
661  69．61  
791  70．O1  0．1854  

有1  145】  69．8」  15．1  
731  69．81  
llO 1  64．51  1．9359  

計1  3． 岩 － C  有1  183 f  66．61  16．6  
2き1  66．11  
781  57．91  4． 岩 － D  有1  60．11  16．8  
1621  72．7 靂  

341  75．21  0．8991   

計1  有，  1961  73．2 j  19．4  
1921  75．4l  
52」  71．2」  1．7720   

有1  2441  74．51  15．1  
1521  75．71  
361  70．11  1．7878   

有 t  1881  74．6！  16．5  
1131  75．41  
50 f  73．1J  0．7983  

有1  1631  74．71  15．9  
9． 岩 － E  有 事  54i  69．11  12．8  
10．．．岩 － F  無1  251  61．81  14．7  
11． 岩 － G  無 1  231  45．8i  17．4  
12． 宮 一 瓦  無1  381  67．91  17．1  

有】  1151  56．91  
13．宵 － F  281  58．8」  0．5215  

計1  1431  57．21  16．8  
次に，学校放送テレビ音楽番組を利用した授業の経験のある子どもと，経験の無い子どもの  

成績を，学校別に比較したのが第4表である。当初，学校放送青森番組を継続的に利用してい  

る学校と非利用校を，学校単位で比較しようとした。けれども，理科や社会科の番組と異な  

り，、∴音楽番組の場合は，学校全体として利用しているところは少なく，むしろ同一学校でも，  

教師によって利用したりしなかったりする場合が多い。つまり，学級単位毎に利用一非利用が  

分れる。   

さらにまた，前述のようにテレビ音楽番組は，1′・一3年生対象として学年別に放送されてお  

7）昭和33年度の資料〔19〕では，都市部を，住宅地域・商業地域・商工業地域などア地域に分類して集計している   
が，その中でち，鱒軍埠堺か成鱒が最も蒔かったので，これと比鱒した，   
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り，4年生以上のものは放送されていない。   

従って，今回の調査では，学校単位に利用一非利用を分類しないで，子どもひとりひとりの  

利用一非利用の経験を調べて分類した。つまり，利用経験有というのは，低学年の頃，テレビ  

音楽番組を利用した音楽教育を受けた子どもたちのことを指していノる。   

なお，岩－E校では，テレビを利用した音楽教育が盛んで，全児童が利用経験を持ってい  

る。これに対して，岩－1㍉岩－G，官－Eの各校では，テレビを利用した音楽教育は全く行  

なわれていなかった。   

第4表の結果を考察してみると，同一学校に利用・非利用の両群のある9校のうち，岩－  

B，官－A，官－Fの3校のみが，平均値で非利用群が高い。けれども，有意差は，いずれの  

学校でも認められなかった8）。   

他の6校についてほ利用群の方が高く，そのうち2校（岩－A，岩－D）では，5％レベルの  

有意差で高い平均値を示した。   

次に，この利用経験の有無による比較を，都市・農村並びにその合計で比較したものが，琴  

5表である。  

第5嚢 テレビ音楽番組利用経験の有無による比較  

n  

l  

x  
I  

s  

l  

t   

－ 

有  ・ ・・  幸；・－●   

169l  60・81 
』  

114 1 59・9l  

1・108l  70・4l  

16・6  

有            無  
17・3  6．0032 

これによると，都市校で利用群72．2－非利用群66．3と0．1％レベルの有意差を示し，全体に  

おいても，70．4一缶．1と0．1％レベルの有意差を示した。けれども，農村校の場合は，有意差  

を認めるまでには至らなかった。   

ここで注目しなければならないことは，農村の小規模校岩－E校では，テレビのみではな  

く，ラジオ音楽教室も以前から取り入れた実践を続けてきたという点である。この学校の成績  

と，放送を全く利用したことのない同じ農村部の岩－F，岩－G両校の成績を比べてみたとき  

大きなひらきのあることがわかる。   

もちろん，岩－E校のこの高い成績は，単にテレビの影響ばかりではなく，合唱指導やその  

他，学校あげての実践活動全体の成果であると思われる。けれども，他の非利用校と比較した  

場合，放送教育の長期的累積効果の項で述べたような意味からも，この実践全体の動機づけや  

核として，放送教育の効果が，数字の上ではっきりあらわれたものと言わざるを得ない。  

8）学校別比較で，非利用群の方が高い平均値を示した学校については，放送利用という要田の外に，子どもの素質的   
側面や家庭環境の影響（たとえば，ピアノやプアオリソのおけいこ事をしているか香か），さらには，クラブ活動   
など，多くの点から考察する必要⑬る，今回の調査では，これらの斥に関する資料を革める寧でに専らなか？   
た，   
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以上の考察から，普楽的能力の進歩に，学校放送テレビ音楽番組利用の効果があらわれたと  

言える。つまり，仮説2が検証されたことになり，音楽的能力の形成における放送教育の効果  

が，統計的に示されたことになる。  

＄．問題別正答率の比較から   

実施した音楽能力調査の，問題別正答率を，昭和33年度のものと今回のそれを比較したもの  

が，第6表である。   

第6表 問題別正答率の比較  

問  題（内  容）   吼33・（A）1吼51・、（B）    B － A  有 意 羞   

〔1〕長調と短調とを聞  56．9   25．0   ★   ★   
き分ける能力  

ア  58．5   81．9  24．6  ＊  ＊   
〔2〕拍子を聞き分ける   ア   65．2   83．1 17．9  ♯瀞   

能力  イ   76．8   86．3   9．5  ＊   

ウ   67．8   86．9  19．1 ＊＊  

エ   60．2   79．0  18．8  ＊＊   

〔3〕速度を聞き分ける  ア  72．7  47．8  －24．9  竜＊  

能力   イ  69．3  45．5  －23．8  ＊＊  

ウ  72．3  92二A  20．1  ＊＊   

〔4〕昔と楽譜との照合  

ア   37．9   70．3  65．5  27．6   ＊  ＊   
〔5〕音符の記入  ソ  69．2  83．2  14．0  ＊ ＊   

レ  70．1  さ0．1  10．0  ＊   

ラ  68．2  83．7  15．5  ＊ ＊   

68．3  82．5  14．2  ＊ ＊   

ド  61．4  78．0  16．6  撃 ＊   

52．5  74．7  21．2  ＊ ＊   

♯ファ  6．5  26．4  19．9  ＊ ＊   

b シ  7．2  27．9  20．7  ＊ ＊   

〔6〕階名の判別  ハ長調  00．0  67．3  7．3   

ヘ長調  53．3  64．6  11．3  ＊ ＊   

ト長調  48．9  52．8  3．9   

ニ長調  43．0  41．2  －1．8   

イ短調  7．6  22．7  15．1  ＊ ＊   

〔7〕諸記号の理解  ア  53．0  60．1  6．9   

イ  50．4  60．6  10．2  ＊   

ウ  51．8  57．8  6．0   

エ  55．1  73こ7  18．6  ＊ ＊   

オ  70．8  85．0  14．2  ＊ ＊   

カ  58．7  76．8  18．1  ＊ ＊   

〔8〕楽譜のつなぎ合せ「春の小川」   49．6  69．9  20．3   ＊＊  
「み な と」   50．6  49．5 －1．1   
「き し ゃ」   28．1  49．5  21．4   ＊＊  
「村のかじや」   17．1  40．8  23．7   ＊  ＊   

注：正規分布検定による・ ＊ニ琴％レベル， ＊＊ 0丁5％レベル7   
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なお，録音テープを利用した問題は，〔1〕～〔4〕である。   

この表から考察された点を列挙してみると，次の通りである。  

1）全休の平均点に大きな差のあることからも予想されることであるが，全般的にみて，昭和  

51年の正答率の方が高い（糾間中30間）。  

2）録音テープを聞いて解答する問題〔1〕～〔4〕の11間中2問を除いて，いずれも，昭和51年の  

正答率が昭和33年のそれよりも，有意差をもって高い。とくに，〔1〕長調・短調の聞き分け，  

〔2〕拍子の聞き分け，〔4〕メロディと楽譜の聞き分け照合は，全問とも，昭和51年の方が高い。   

この点，Ⅰ問題の項でも言及したように，今の子どもたちが幼児の頃から触れているテレビを  

中心としたマス・コミが，これら音楽的能力の感覚的側面に影響を及ぼしたものと考えられる。  

しかし，メトロノームで速度を周きとらせ，そのあとに曲を聞かせて速度を比較させる問題  

〔3〕では，3間中2間で昭和51年の正答率の方が劣っていた。  

3）〔6〕階名の判別，〔7〕諸記号の理解，〔8〕楽譜のつなぎ合せなど，音楽的能力のうちでも，  

卿的理解を調べる問題の中には，有意差の認められない問題も多くあった0  

とくに〔6〕の「ニ長調」の問題については，昭和51年の方が低くあらわれたけれども，これ  

は，昭和33年当時，教科書でも取扱っていたニ長調が，昭和43年の学習指導要鎖改訂において  

は，6年生で教えられなくなったことも影響していると思われる。   

以上の点から総合して言えることは，テレビを中心とした今日のマス・コミは，音楽的能力  

のうちでも，拍子感など感覚的側面の進歩に影響力を示しているということである。反面，音  

楽的知識の理解に対しては，前者に対するほど大きな影響力をもたないのかも知れない。しか  

し，この点についての詳しい考察を行なうためには，さらに音楽的能力を要素的に分析し，別  

な調査問題を作成して調査分析しなければならない。  

4．教師用テキストの分析から   

以上，調査結果をもとにした考察から，今日の子どもの音楽的能力が，テレビのほとんど無  

かった時代のそれと比較して，はるかに伸びていることを明らかにした。   

次に，学校放送番組で使用されている曲を調べ，昭和測年のものと帥年のものを比較し，そ  

の難易度を比べることによって，音楽的能力の伸びについての資料的裏づけを試みた。ただ  

し，昭和諏年代前半の資料として入手できるのは，ラジオ番組関係のみであったので，教師用  

テキストの中から，ラジオ関係の資料をとった。   

また，昭和卸年頃は「音楽教室6年生」のほか，高学年向に「音楽の旅」が放送されてい  

た。前者は，「春の小川」など，主として文部省唱歌的な曲をとりあげ歌唱指導を中心に構成  

され，後者は，割に新しい曲を多様にとりあげ，鑑賞を中心に指導していた。ここでは，昭和  

30年1学期の「苦楽の旅」でとりあげられた曲と，昭和甜年1学期「音楽教室6年生」で使用  

された曲の例を示した（第3図）。   

第3図をみると，昭和30年のものは，文部省唱歌の流れをくむ単純なリズムによって構成さ  

れた曲である。けれども，昭和50年のそれは，シンコペーションを用い，より複雑なリズム  

（例えばJJJ」）をとり入れている。  
）   

このように，リズムに例をとってみても，学校放送で用いられる曲のレベルが，かなり高く  

なっていることがわかる。そ・して，このことは，今日の学校放送ラジオ音楽教室で送り手がね  

をい与する目標を示レた第4図をみてち，そのレベルの高く鞍？てい争ことが理軍学れる〔12〕。   
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第3図 ラジオ苦楽番組で用いられた教材の比較  
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言うまでもなく，このことほ，学習指導要領の改訂と関係する。   

ちなみに，今日の小学校3年生で坂按うことになっているシンコぺ－ショソは，昭和33年の  

学習指導要領では5年生の内容であった（昭和26年の「試案」でも同じ）。これが，鑑賞・歌唱  

・器楽・創作に，新たに「基礎」を加えた昭和43年の改訂から大巾にレベルアップし，今日に  

至っている。   

ところが，教室の場でシンコぺ－シ ョンを取りあげ，理解させたり表現させたりする指導を  

行なうのは3年生になってからであるけれども，昭和51年の幼稚園・保育所向テレビ番組「な  

かよしリズム」のテーマソングにほ，このリズムがひんばんに使われている。しかも4′・一5歳  

の幼児が，テレビに合せて正しく歌い，からだを動かしているのである。   

つまり，音楽的能力軋このようにして，教科書をとおして子どもに与えられる前にニテレ  

ビが提供する苦楽によって，小さいときから，感覚的，身体運動的に体得されているのである。  

Ⅵ ま と め  

昭和33年度に実施された全国学力調査（音楽）の問題を，今日の子どもに与えて調べたとこ  

ろ，次のことがらが明らかになった。  

1．今日の子どもの音楽的能力は，テレビの普及がごく少なかった初期の頃に比べて，飛躍的に進歩して   

いる。  

2こ さらに，学校放送テレビ音楽番組を利用した子どもたちに，より高い音楽的能力がみられたことか   

ら，この能力形成に及ぼす放送教育の効果が明らかにされた。  

〔後記〕この研究は，放送文化基金より研究費を助成された「教育と放送を考える会（代表：斎藤伊都   

夫）」の研究「学校教育における放送利用の総合的研究」の一部として実施したものである。  
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音 楽 能 力 調 査 問 題   

しらちようき   
これは，みなさんの苦楽についての力を調べる調査です。  

ろくおん  
はじめに，録音テープを聞いて答を書き入れる問題が四つあります。  

つぎに・録音テープを聞かないで答を書き入れる問題が四1あります。  

〔1〕，〔2〕，〔3〕，〔4〕，の四つの問題は，録音テープを聞きながら，答を書いてください。  
ちjこうちよう た／しちよう  

〔1〕 長調と短詞のききわけ  

7 はじめにひいたふしは  

イ はじめにひいたふしは  

ひようし  
〔2〕拍子あて  

拍子  イ  拍子  ウ  拍子  エ   

〔3〕 はやさあて  

■l  

ア この曲は，はじめに打ったメトロノームとくらべて  

イ この曲は，はじめに打ったメトロノームとくらべて  

り この曲は，はじめに打ったメトロノームとくらべて  
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こたえ   これで，録音テープを聞いて答える問題は，終わります。  

これからあとは，録音テープを開かないで答えを書いてください。時間は10分です。  

かいめい  
〔5〕下に書いてある階名（ドレミ）を五繰に全音符（Q）で書き入れなさい。  

シャー  プラッ  
プのつ トのつ  
いた  、た  
フ丁  ：／  

高いド 高いミ  

（ド） （ミ）  
ド  ソ  レ  ラ  、  
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〔6〕左の  の音は右の調子では何の音になりますか。  

かい沙）い  

の中にその階名（ドレミ）を書き入れなさい。  

ハ長調では  

ヘ長調では  

ト長調では  

＝長調では  

イ短調では   

〔7〕次のいろいろな記号は何を表わしていますか。下に書いてある八つのことばの中から正しいものを  

選んで，その番号を  の中に書き入れなきい。  

け，ヅ㌧□  伸夕ゴ ロ‘ウJ ㌧□  

くエ＝小一 □け毒 針口lかこく・ 口  
1 強 く  2 やや強く  3 だんだん強く   

4 のばすしるし  5 弱 く  6 やや弱く   

7 だんだん弱く  8 くりかえしのしるし   
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がくふ  
〔8〕次の楽譜はみなさんがよく知っている歌をばらばらにしたものです。どんな順番で歌ったらよい  

か，歌う順に（）の中に1，2，3，4と番号を書き入れなさい。  

（1）「春の小川」（ハ長調）……春の小川は さらさら いくよ  

ウ   

「！！i子  
才三土＿ヰ：ニ≡…  

（  ）  （   ）   （   ）   （   ）  

（2）「みなと」（ハ長調）……そらも みなとも よは はれて  

ウ  

覇頭  

エ  

（  ）   （   ）   （   ）  

（3）「きしゃ」（ト長調）……いまはやまなか いまははま  

イ  

ーーー ▼－－・  

ア  

i  －i ‾  P ‾‾ ‾‾‾  壷  
ニ‾ニ＿ミ  

（   ）   （   ）   （   ）  

（4）「むらのかじや」（ヘ長調）しばしもやすまず つちうつ ひびき   

－‥  空運き享王  彗空室  
（   ）   （   ）   （   ）  （  ）   




